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建築プロジェクトでは、ひとつの建築物をつくるために、企
画・設計・施工および建築物の維持管理等が行われる。これら
の一連の建築行為の総称を建築生産という。建築施工は、プロ
ジェクトにおいて、計画、設計に従って、建築物を構築する作業
をいう。工事現場において総合工事業者（ゼネコン）は、施工

管理が主な役割であり、建築工事を実施するための詳細な施工
図面を作成し、忠実に具現化する。
建築生産にかかわる主な人々は、建築主（発注者、施主）、

設計者、工事監理者、施工管理技術者（ゼネコンの現場監
督）、技能労働者（サブコンの技能者、職人）である。

建築物をつくる人々の活動や営みである建築生産
建築計画・設計に基づき建築物を構築する作業である建築施工

ものづくりのしくみを知っておこう

専門工事業者（サブコン）
技能労働者

総合工事業者（ゼネコン）
施工管理技術者工事監理者

建築主

設計者

設計業務委託契約 監理業務委託契約

工事監理業務

下請負契約

請負契約

ものづくりの現場とそこに関係する働く人々建築生産にかかわる主な人々

総合工事業者とステークホルダーとの関係

建築生産

設計・工事監理 建築施工

建築生産のしくみ 企業の社会的責任

企業の社会的責任（CSR:Corporate Social Responsbility）
とは、企業が利益を追求するだけではなく、組織活動が社会
に与える影響に責任をもち、あらゆるステークホルダー（利
害関係者）からの期待や要請に応えていくことを指す。企業
が社会に与える影響に対して大別すれば4つの責任がある。

①法的責任、②経済的責任、③倫理的責任、④社会貢献的責
任、この4つの責任を果たし、企業を取り巻くステークホル
ダーと信頼関係を築き、ステークホルダーの意見も反映させ
ながら企業の価値を高め、その永続性を実現させ、持続する
社会を築いていく活動がＣＳＲである。

工事現場

工事事務所

関係各社
設計事務所
総合工事業者（ゼネコン）
専門工事業者（サブコン）

製作工場

購入者
入居者
使用者

※ IR（インベスター・リレーション）：投資家説明

品質欠陥届出

品質欠陥届出

・法的責任：遵法責任を果たすこと
・経済的責任：営利組織として良い商品やサービスを提供し、利益を追求すること
・倫理的責任：法的責任を超えて社会倫理に基づき自己統制的に取り組むこと
・社会貢献的責任：地域、国家、地球に対して貢献すること、社会的課題の解決に取り組むこと

監理・管理
不足の追求

要望（直接・
ウェブサイト）

竣工後
（補償工事）

期中
（期中手直し）期中の管理不足

の責任追求 品質問題・要望
（直接・ウェブサイト）

市民団体
NPO

官公庁
国土交通省
環境庁
都道府県

専門工事業者

サプライヤー
一般（近隣）

総合工事業者

マスコミ

報道

告発

告発

通報

株主IR※

建築主設計事務所

運搬

仮囲い仮囲い

74 75Part 2  着工から竣工まで

 準備工事 山留工事 杭工事 土工事（掘削工事） 地下躯体工事  
 地上躯体工事（高層部）

 外装仕上工事
 内装仕上工事
 設備工事  検査
 外構工事

1 年目 2 年目

▼受電

竣工▼▼着工
全体工期 22ヵ月

試運転・調整

地上躯体工事（低層部）

  

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

鉄骨工事は、1節（一般的に3階分）ごとに組み立てていく。各節の最上階の床
デッキプレートを張り、作業用の足場ができると、次にその上階の鉄骨柱を継いでい
く。柱と梁の鉄骨をつないだ後、鉄骨建方と並行して各階に揚重しておいた床の
デッキプレート型枠を敷き込み、鉄筋を配筋し、コンクリート打設といった作業をサイ
クルで行い、次に始まる外装や設備、内装の工事につなげていく。

ユニット工法
地上で鉄骨小梁、デッキプレート、耐火
被覆を取り付け、天井内設備配管・配線
工事まで行い、揚重可能なユニットにし
ておき、鉄骨建方時に組み立てていく工
法である。主に設備工の労務作業を削減
し、仕上げ期間を短縮するなど、生産性
を向上させる合理化工法の 1つである。

豆知識

軽量金属製吊り足場

高所で行う部材のジョイントの高力ボル
ト締付けには、アルミ合金などの軽量金
属製で取扱いが容易な吊り足場を使う。

タワークレーンの組立
高層部への資機材の揚重を担う大型のタワークレーンは、地
上で移動式クレーンによって組み立てられる。その後はマスト
を継ぎ足し、自力で上昇（クライミング）することができる。

トピック

全体工程表

【高層部 3〜 18 階：S造（鉄骨造）】
高層部の鉄骨は、タワークレーンにより組み立てられる。地上ではトラックやトレーラーで次々に
運び込まれる鉄骨や床デッキプレート型枠、仮設資材など膨大な資機材を合番機と呼ばれる移
動式クレーン（クローラークレーンやラフテレーンクレーン）があわただしく動きながらも手際良く
さばいて、工事は進行していく。

棒型天秤
梁を3本連吊り
している

溶接足場
外側にシートを張
り風防と火花の落
下養生としている

鍛冶工
柱継手部を半自動
溶接している

鉄筋工
デッキ上にワイヤーメッシュ
を敷き込んでいる

建入計測
反射シールを追尾し
三次元計測している

鉄骨鳶
階段を取り付けている

鳶工
タワークレーンを
組み立てている

組立て指導員
作業手順を指導

鳶工

ワイヤーメッシュ
デッキの上に先行揚重

鉄骨仮置きヤード
安全設備を先行で取付け

トラック
工場から鉄骨を搬入

鉄骨荷下ろし
仮置きヤードへ揚重

デッキ工
鋼製の床板（デッキ）
を敷き込んでいる

鳶工
柱鉄骨を接続
している

鳶工
専用治具を操作して、
建入れ直しをしている

鉄筋工
床配筋をしている

土工
コンクリートを均し
締め固めている

左官工
（土間専門） 圧送工

鍛冶工
梁・柱仕口部のボル
トを本締めをしている

ポンプ車

ラフテレーンクレーン

本設鉄骨階段吊込み

旋回体

タワークレーン

クレーン用構造補強

クローラークレーン
（ラッフィングジブ）

クローラークレーン

トラックアジテーター
（生コン車）

誘導員

制震装置
（オイルダンパー付きブレース）

EV開口

昇降フレーム

ジブ（ブーム）

マスト

豆知識 トピック エピソード

躯体工事

建築系職種のサブコン［主任技術者の配置］

ゼネコン

株式会社日八建設

設備系職種のサブコン

設計・監理

仕上工事 設備工事

外注施工図担当3名
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【工事概要】
工事名称：G8本社ビル新築工事
建物用途：事務所　等
敷地面積：3,763.0㎡
建築面積：2,196.0㎡（建ぺい率：58.3％）
延べ面積：29,897.0㎡（容積率：794.5％）
工期：○○年8月1日〜○○年5月31日（22ヵ月）

構造：地上（高層部）S造
　　　地上（低層部）SRC造
　　　地下　RC造
基礎：杭基礎
階数：地下2階、地上18階（低層部2階）
高さ：73.0m

担当工事の職種：
仮設・鉄骨・外装仕上工事

担当工事の職種：
土・鉄筋・型枠
コンクリート工事
内装仕上工事

担当工事の職種：
山留め・杭・外装仕上
内装仕上・外構工事・施工図

担当工事の職種：
電気・空気調和・給排水衛生
昇降機設備工事

鳶工：

大
おお

空
ぞら

飛
とび

助
すけ

建築主
銀
かな

山
や ま

八
はち

郎
ろう

G8ビルオーナー。自社の会
社事業を発展させるために、
創立50周年の記念事業と
して新たな建物をつくってほ
しいと依頼した発注者。

設計者
大
だい

地
ち

創
そう

作
さく

建築主の要望・思いを汲み取り、建築物
のデザインをする。設計者は大きく意匠設
計・構造設計・設備設計に分けられる。

工事監理者
監
けん

物
も つ

賢
けん

治
じ

工事中において、ゼネコン
が図面どおりの施工をして
いるかどうかの監理を行う。 事務担当者２名

事務課長
筧
かけい

数
かず

馬
ま

主に工事現場において専門工事業
者との契約内容確認、支払処理な
どの事務業務を行う者の責任者。
また、施工管理技術者の業務環
境を整備する業務も行う。

工事課長 監理技術者

細
ほそ

井
い

良
りょう

祐
すけ

建築工事をまとめる責任者。主に作業所長
と専門工事業者の選定や支払いなどの予算
管理を行うと共に、作業所長の方針に基づ
き各建築担当者へ施工管理の指示を行う。

建築担当者
刀
と

根
ね

理
り

子
こ

工事現場における工事担当者。
入社8年目で家庭と仕事を両立
させ、工事計画の立案や建築
の技能労働者へ作業指示・施
工管理を行う。

建築担当者
匠
たくみ

建
けん

造
ぞう

工事現場における工事担
当者。入社3年目で刀根と
共に、工事現場の最前線
に立って施工管理を行う。

建築担当者6名 設備担当者2名

作業所長（工事事務所長） 
現場代理人

酒
さか

井
い

好
よし

男
お

工事現場で施工する上での総括責任者。
施工方法や専門工事業者の選定など、工事
を進めるための総合的なマネジメントと最終
判断を行う。

設備課長
高
たか

山
や ま

大
たい

気
き

設備工事をまとめる責任者。主に設備サブ
コンを管理し、仕様に基づいた設備機器の
選定や、建築工事と設備工事との調整を行
う。

地盤・敷地調査工事
ボーリング工（測量技師）

仮設工事（仮設足場など）
鳶工

仮設工事（基準墨の測量）
測量技師

防水工事
防水工

防水工事
シーリング工

カーテンウォール工事
カーテンウォール工

石工事
石工

左官工事
左官工　

電気設備工事
電気工

空気調和設備工事
空調ダクト工

給排水衛生設備工事
配管工

昇降機設備工事
エレベーター工

解体工事

解体工事
解体工

タイル工事
タイル工

建具工事
サッシ工

ガラス工事
ガラス工

塗装工事
塗装工

軽量鉄骨下地（金属）工事
軽量鉄骨工　

内装工事
ボード工
造作大工
床シート工

ALC工事
ALC工

外構工事
造園工・植栽工・舗装工

山留め工事
山留め工

杭工事
基礎工

土工事
掘削工

型枠工事
型枠大工・型枠解体工

鉄筋工事
鉄筋工

コンクリート工事
土工・コンクリート圧送工
左官工（土間専門）

鉄骨工事
鳶工
溶接工・本締工
鉄骨検査工
耐火被覆工

型枠大工：

棟
むね

梁
りょう

太
た

郎
ろう

鉄筋工：

重
おも

井
い

長
ちょう

司
じ

建築工事に携わる人 と々、その役割を図に示す。
専門工事業者は、下記で表現されている職種以
外にも存在するが、ここでは今回のモデル現場にか
かわる主な職種を示した。ひとつの建築物をつくるた
めに多くのサブコンがかかわっていることが分かる。工事に携わる人 と々組織体制

建築生産のしくみ

※G8ビル：銀八（ぎんぱち）ビル

  作業所長方針
	S	 公衆災害・重篤災害の絶無による全工期無災害の達成
	Q	 鉄骨建方精度の確保と漏水撲滅による品質確保
	C	 予実管理の徹底による目標利益の達成
	D	 生産性向上によるマイルストーン管理と契約工期厳守
	E	 ３R運動推進による産業廃棄物の最少化
	M	 ワークライフバランスとダイバーシティ推進による働き方改革の実践

作業所長  酒井 好男

工事に携わる組織体制は、
総合的なマネジメントと施
工管理を行う者、専門工
事の精鋭たちによって成り
立っている。
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工事に携わるサブコンの
技能労働者とその役割

建築生産のしくみ

地盤・敷地調査工事
ボーリング工
ボーリング（地盤調査）作業を行う。

防水工事
防水工
アスファルト防水やシート防水など、屋上
に防水層を形成するための作業を行う。

左官工事
左官工
壁にセメントモルタルなどを塗る作業を
行う。

塗装工事
塗装工
外壁などの吹付け塗装や建具・壁への
塗装を行う。

内装工事
床シート工
接着剤を用いて床仕上げ材を貼り付ける
作業を行う。

給排水衛生設備工事
配管工
給排水の配管作業や衛生器具（トイレ・
洗面台）の取付けを行う。

杭工事
基礎工
建築物の荷重を支持地盤に伝えるため
の杭を築造する作業を行う。

コンクリート工事
土工
生コンクリート打設の際、高周波バイブ
レーターによる締固め作業やタタキ作業
を行う。

鉄骨工事
本締工
鉄骨の柱・梁の接合部を高力ボルトで
締め付ける作業を行う。

仮設工事（仮設足場）
鳶工
仮囲いや各職種の技能労働者が作業を
するための仮設足場の組立て、解体を
行う。

防水工事
シーリング工
金属製建具回りや躯体・外装間の隙間、
目地からの水の浸入を防ぐためにシーリ
ングを施す作業を行う。

タイル工事
タイル工
壁や床に、タイルを張り付ける作業を行う。

軽量鉄骨下地（金属）工事
軽量鉄骨工
軽量鉄骨（LGS）と呼ばれる材料で間
仕切り壁や天井の下地を組み立てる。

ALC工事
ALC工
ALCパネルを鉄骨などの下地に取り付
けて間仕切り壁または外壁をつくる。

空気調和設備工事
空調ダクト工
空調ダクト設置や機器の取付けを行う。

土工事
掘削工
掘削機械を用いて、土を掘り、場外へ
運搬する作業を行う。

コンクリート工事
コンクリート圧送工
生コンクリートの圧送を行うために圧送
用ホースやポンプ車の操作を行う。

鉄骨工事
溶接工（鍛冶工）
柱、梁の鉄骨の継ぎ目を溶接で一体化
する作業を行う。

仮設工事（基準墨の測量）
測量技師
建築物の基準となる位置の墨出し作業
を行う。

カーテンウォール工事
カーテンウォール工
プレキャストコンクリートや金属製の外壁
を、クレーンを用いて躯体に取り付ける
作業を行う。

建具工事
サッシ工
開口部にサッシやドアなどを取り付ける
作業を行う。

内装工事
ボード工
天井や壁の軽量鉄骨下地にせっこうボー
ドなどをビスで固定する。

外構工事
造園工・植栽工・舗装工
外部の植栽やフェンスの取付け、舗装作
業を行う。

電気設備工事
電気工
電気の引込み・配線・器具の取付けな
どの電気設備工事を行う。

型枠工事
型枠大工・型枠解体工
型枠を加工し組み立てると共に、コンク
リート打設後の型枠解体作業を行う。

コンクリート工事
左官工（土間専門）
打ち込まれた生コンクリートを均し、コン
クリート表面を平らに仕上げる作業を行
う。

鉄骨工事
鉄骨検査工
鉄骨の現場溶接部の欠陥の有無を調べ
るために超音波を用いた検査を行う。

山留め工事
山留め工
山留め杭の設置や切梁の架設・解体作
業などを行う。

石工事
石工
壁や床に、乾式や湿式工法で石を張り
付ける作業を行う。

ガラス工事
ガラス工
サッシにガラスを取り付ける作業を行う。

内装工事
造作大工
造付けの家具や木製の下地・仕上げ材
を取り付ける作業を行う。

解体工事
解体工
解体用の重機や手作業で、建築物を解
体する作業を行う。

昇降機設備工事
エレベーター工
エレベーターをシャフトの中で組み立て
る。

鉄筋工事
鉄筋工
鉄筋を加工し、配筋する作業を行う。

鉄骨工事
鳶工
柱や梁など鉄骨の部材をクレーンで吊り
上げ、組み立てる作業を行う。

鉄骨工事
耐火被覆工
火災時における鉄骨の温度上昇を防ぐ
ためのロックウールを鉄骨に吹き付ける
作業を行う。

施工管理技術者の一日のサイクル
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①安全朝礼（ラジオ体操、安全・作業指示）　
危険予知活動（KYK）
新規入場者教育

②工事現場巡回（安全・品質・工程・環境）
　などの確認
③工事事務所内作業（翌日の技能労働者や
　資機材の手配の確認、施工図のチェック、
　施工計画や品質書類のチェック）

④工程調整会議
　（サブコンの職長との作業調整・打合せ）

⑤昼休み（休憩は大切！
	 昼食はしっかりとり
	 午後の作業に備える）

安全朝礼

工事事務所内で資機材の手配や確認

工程調整会議

安全施工サイクル（例）

工事現場巡回
作業指示

ランチタイム

自己紹介

超高層ビルで階を分けて数カ所で朝礼を行う例

08:00

10:00

11:00

⑥工事現場巡回（安全・品質・工程・環境）などの確認
　⑦工事事務所内作業
　　（翌日の技能労働者や資機材の手配の確認、施工図のチェック、
　　　施工計画や品質書類のチェック）
　　　　⑧現場巡回（当日の工事進捗や作業終了時の状況などの確認）

13:00

12:00
工事現場の一日

工事現場におけるゼネコンの施工管理技術者は、QCDSE
の管理を行うために現場を巡回し、「品質上の問題はない
か」「無駄はないか」「事前計画や工程に遅れなどの問題がな
いか」「作業は安全に行えているか」「環境に配慮されている
か」などの確認を行っている。施工管理技術者の一日の安全
施工サイクルは、次のようになっている。

5 

安全朝礼
安全朝礼は、技能労働者に当日の立入禁止箇所や危険
のポイントを周知する重要な場面である。
大規模な現場では、一日に数百〜数千人が朝礼に参加
するケースがある。そのようなときでも、必要な伝達
事項を確実に周知するために、場所を分けて数カ所で
行うなど工夫している。

豆知識

朝礼では複数の施工管理技術者が順番で司会を行い、
一日の主な作業内容の確認と危険箇所や注意事項の周知
を行う。また技能労働者たちの人数や新しく現場に入場す
る技能労働者を把握する。

工事現場の巡回では、足場などの安全設備に不備はないか、
技能労働者が不足していないか、安全行動、品質のチェックお
よび進捗状況の確認を行う。また工事事務所では、施工計画
や施工図のチェックを行う。

当日の作業の進捗状況や翌日の作業予定の確認を行い、各職
種の前工程・後工程作業の調整を行う。また、安全上の不具合
の指摘や是正指示なども行う。

17:00
一日の作業の終了前に、予定どおり作業が進んでいるか、工事進捗を確認し、
手配の変更をする必要があれば早急に対応する。また、各職種の作業の片付け
状況などを確認し、翌日の作業がスムーズに行えるようにする。ワークライフバラン
スを重視し、業務の効率化により残業時間を極力少なくすることが重要である。

工事事務所内での勉強会

工事事務所内では、連絡事項の伝達や各担当業務の調整、今後の工
事計画に関する情報共有などのために定例会議や勉強会を行い、所
員間のコミュニケーション向上や若手技術者の能力向上を図っている。

安全朝礼

終業時の
確認・報告

作業の
後片付け

安全工程
打合せ

作業中の
指導・監督

作業所長
の巡視

作業開始
前点検

安全
ミーティング

KYK

毎日の活動
●朝礼
●危険予知活動（KYK）
●工程・安全打合せ
●巡回確認
●事務所内作業

随時行う活動
●入場予定業者と
　の事前打合せ
●持込機械の届出
●新規入場者教育

毎週の活動
●週間安全工程打合せ
●週間点検
●週間一斉片付け

毎月の活動
●災害防止協議会
●定期点検・自主点検
●安全衛生教育
●職長会
●安全衛生大会

毎日の活動
（サイクル）

中間階での朝礼

朝礼会場での朝礼

1.ものづくりのしくみを知る。
 建築生産と建築施工にかかわる人々の役割

3. ゼネコン・サブコンが両輪となって建築物ができる。
 両者の役割とその流れ

2. 建築物のつくり方を知る。
 着工〜竣工、維持・保全・改修そして解体

4. 建築施工のノウハウ（豆知識）や最新技術（トピック）、
 現場マンの日 （々エピソード）を紹介する。

ちょっとしたコーヒーブレイクで楽しめるお話！建設現場ならではの
知識や技術、現場監督の成長の姿など、ものづくりの魅力を発信！

巨大なクレーンを駆使しながら鉄骨
を組み上げていくダイナミックな作業。
これぞ技術者たちの技術を集結し
たものづくりの醍醐味！

ひとつの建築物をつくるために、
どのような人々がかかわるのか。
また、ものづくりに求められる
期待や責任とは。
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刊行のことば

私たちは、建設業の担い手を将来にわたり確保し、育成する責務を負っ
ています。しかしながら建設業の仕事には「３K（きつい・汚い・危険）」
のイメージが強く、建築の技術者、とりわけ建設工事に携わるものづくり
を担う若き技術者に「建設工事現場の魅力」を発信できないという問題を
抱えていました。しかし、これほど魅力ある仕事はありません。
これを受けて企画・執筆した『施工がわかるイラスト建築生産入門』
は、建設現場の着工から竣工、さらには維持保全までの広範なプロセス
を、ひとつの建築物ができあがるまで建設業界のすう勢を反映し実践に基
づいたストーリー仕立てにして、どのように工事が進められ、設計や施工
分野の技術者がものづくりに取り組んでいくのかを、イラストで分かりや
すくまとめました。
建築のものづくりは、建築施工管理技術者（現場監督）と技能労働者

（職人）が両輪となって初めて実現するものです。この本の中では彼らが随
所に登場し、一体感をもってものづくりをしている姿が描かれています。
それはまさに圧巻のイラストで表現され、これまでにない教科書が完成し
ました。

「はじめに」より　日建連 施工部会長  木谷宗一

大学や専門学校といった教育機関における、建築物の企画から維持保全
までを取りまとめた科目には、「建築生産」や「建築生産システム」など
があります。教育機関では、各専門分野に対応した教科書が授業に使用さ
れています。内容を理解できるように工夫した教科書が多数ある中で、
「建築施工」や「建築生産」に限っては、図や写真以上に文字も多く、若
者たちにとってイメージしづらい状況となっていました。
本書は、これまでの教科書とは異なり、ゼネコンの施工管理技術者の仕
事と、型枠・鉄筋・鉄骨・とび・左官・設備などのサブコン技能労働者の
仕事方法と内容を、イラスト中心に分かりやすい表現を用いて構成しまし
た。そういった生の建設現場での仕事をリアルに伝えるために、日建連施
工部会の皆様方、イラストレーターと共につくり上げることができました。
初学者やゼネコンの施工管理技術者・サブコンの上級技能労働者および
設計者の、建築を愛する者にとって必須の入門書として活用していただけ
れば幸いです。

「おわりに」より　ものつくり大学 教授  三原	斉
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